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戦前期における千葉高等園芸学校の留学生とその動向 
             
                     見城 悌治 
 
 要旨 
   千葉大学園芸学部の前身である千葉高等園芸学校に戦前戦中期に在籍してい 
た中国・朝鮮・台湾留学生について、年次別入学者の変遷、出身地、卒業・中 
退の別、卒業後の職業などについて整理し、それぞれの特色を示すとともに、 
帰国後、母国で顕著な活躍をしたＯＢについて、その評価を紹介した。 
また、戦前戦中期に台湾、朝鮮などの「外地」で働いていた千葉高等園芸学 
  校卒業生（日本人）の動向と留学生との関係についても併せて言及を行った。 
 
はじめに 
 千葉大学園芸学部の歴史は、千葉県立園芸専門学校が設置された 1909年をその起源とし
ている。そのため、『千葉大学園芸学部七十年史』（1）が 1981年に、また 2009 年には、『千
葉大学園芸学部創立 100周年記念誌 戸定ヶ丘の時空百彩』（2）が発刊され、両書からその
歴史を振り返ることができる。後者には、「園芸学部の国際交流―これまでとこれから」と
いう節が設けられていて、「園芸学部の国際交流活動は古く、留学生の受け入れが始まった
のは戦前にさかのぼる。また、1980 年代半ばからは、第一期の中国政府派遣留学生を受け
入れ、帰国した彼らが中国の園芸学における中心的な人材となっている。しかしながら、
学部全体としての国際交流活動が本格的に始まったのは、園芸学部国際交流委員会が設立
された 1990年代に入ってからになる」（3）と書き始めた上、1990年代以降 20年間余の留学
生受け入れや交流活動について、６頁にわたる变述がなされているが、戦前期の留学生に
ついての記述はない。一方、『七十年史』は、戦前期について詳細な变述をしているが、こ
ちらにも留学生への言及はほとんどない。そもそも同書には、「国際交流」や「留学生受け
入れ」という項目の設定自体がなく、それらが意識され始めたのが、ここ数十年であった
ことを改めて窺い知ることができるのである。 
さて、近年、東アジアの近現代史あるいは文化交流史を専門とする研究者の間で、留学
生史研究が様々な角度から進められつつある。日本で留学生が学んだ学問別では、商業、
美術、音楽などについての研究書が出版されている（4）。農業分野でも、戦時下の東京高等
農林学校（現 東京農工大学）留学生について、聞き取りを含めた研究がなされている（5）。 
筆者も、これらの先行研究に学びながら、千葉大学医学部・薬学部の前身にあたる千葉
医学専門学校、千葉医科大学時代の医薬留学生について、在学時の概況（とりわけ辛亥革
命への対応）や帰国後の業績、彼らに対する評価などをまとめてきた（6）。さらには『近代
の千葉と中国留学生たち』という小冊子を上梓する機会も得たが、千葉医専・医大留学生
をめぐる变述に終始し、千葉高等園芸学校については、参考にすべき先行研究はなく、自
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身の調査研究もほとんど進んでいなかったため、たった一ページ割いたに留まった（7）。 
しかし、その後、千葉高等園芸学校時代（戦前戦中期）の留学生の動向をある程度把握
できる史料を収集整理することを得た。本稿は、その成果を明らかにすることで、狭くは
千葉大学の留学生受け入れ史に、広くは東アジア文化交流史あるいは留学生史研究に、何
らかの素材を提供し、斯界の研究に寄与することを目的とするものである。 
  
１、千葉高等園芸学校について 
 ①千葉高等園芸学校の歴史 
 まずはじめに、千葉高等園芸学校の歴史などを略述しておく。千葉県東葛飾郡松戸町（現
松戸市）に「千葉県立園芸専門学校」が創設されたのは、1909 年 4 月のことである。修業
期間は本科生３年で、定員総計 150 名、初年度の入学生は 40 名であった（8）。その創設経
緯について、『七十年史』はこう書く。「園芸という語字が日本に使われるようになったの
は、明治 42年（1909）頃で、当時宮内省新宿御苑長、子爵福羽逸人氏の著書『高等園芸栽
培』に始まるといわれ、主として温室栽培を指したものであった。その頃、千葉県知事で
あった有吉忠一氏が世界を漫遊され、広義に解した園芸の重要性を痛感して帰国、現在の
地松戸に千葉県立園芸専門学校を創立された。これが園芸学校の日本に於ける始祖である」
(9）云々。また、設立目的や意義については、「千葉県は果樹・蔬菜の産地として全国でも
有数の地位にあること、園芸に関する実業高等教育の必要があったこと、中学校の新設は
多かったが、中学卒業生の専門教育のための受け皿がなかったことなどが、千葉県議会で
議論され、当時の公立農業専門学校としては全国唯一のもの」（10）として開校されたという
事情もあった。 
その後、1914年に名称が「千葉県立高等園芸学校」とされ、さらに 1929年、千葉県から
文部省に移管され、官立千葉高等園芸学校となった（11）。太平洋戦争が激化した 1944 年 4
月には、文部省の方針により、「千葉農業専門学校」へとさらなる校名変更が強いられる（12）
が、敗戦後の 1949年 5月、千葉大学園芸学部になり、今日に至っている（以下の本稿では、
園芸学部以前の呼称を「千葉高等園芸学校」あるいは「千葉高園」の略語で統一する）。 
 
②千葉高等園芸学校の特色 
千葉高等園芸学校時代における留学生について論ずる前に、戦前期日本の高等農業教育
における同校の位置づけを簡卖にしておきたい。次頁に掲げたのは、戦前期の主な官立高
等農業系高等教育機関の設立年次である。これによれば、官立高等農業系学校の嚆矢は、
1902年に設立された盛岡高等農林学校であり、1920 年代に入ると、同系統の学校が各地に
創られていく。つまり、それらと対比すると、1909 年創立の千葉高園は「県立」ではあっ
たものの、農業系の高等教育機関としては、相対的に早い時期に設立されたことが分かる
のである。 
さて、これらの官立高等農林学校のうち７校（盛岡、宇都宮、岐阜、三重、鳥取、宮崎、 
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表１ 主な高等農業系学校の創設年  鹿児島）と千葉高園の特色を較べた研究によると、千葉
と他校にはかなりの違いがあると言う。すなわち、高等
農林の卒業生は一般的に官公吏に就く者が多く、三重高
農の 63.9％をトップに、７校中の比率が最低の鳥取高農
でも 44.3％だったのに対し、千葉園芸は、さらに 20 ポ
イント低い 24.1％に留まっていた。また、就職先で二番
目に多い学校教員については、鳥取高農 23.9％から岐阜
高農 13.2％の範囲内に７校が収まるのに対し、千葉高園
は 34.4％と 10 ポイント以上高かった。さらに特色的な
のは、他学校卒業生中の農業自営者が、盛岡高農の
11.8％以外は、６～２％程度に留まっていたのに対し、
千葉園芸は 18.0％もいたことである。 
このデータを分析紹介した野本京子氏は、「総じて言
えば、高等農林学校の卒業生は、官公吏として農業を指
導奨励する立場や農業技術を教えるという立場に身を
おく者が多かった」。農業自営者が「千葉高等園芸学校の場合は例外的に高く、全体的に他
の高等農林学校とは異なる傾向を示している。これはより地域に密着した県立という性格、
いいかえれば創設にかかわる来歴に基いていると予想できる」（13）とする。後者の指摘につ
いてだが、千葉県立園芸学校は創設当初から、「在学生中に千葉県出身者が尐ないことは問
題だ。県費を投じる以上、県のために貢献して欲しい」と県議会で指摘され続けてきた歴
史を持つことから（14）、「地域に密着していたため自営者が多かった」とは卖純に言い切れ
ない側面があることを補足しておきたい。 
いずれにしても、他の官立高等農林学校に比した千葉高園の特色は、全国各地で地道に
農業教育に従事し、または農業実践する人士を輩出していたところにあったことは間違い
ないようである。 
教育面での特色も一つだけ挙げておきたい。それは、千葉高園が「造園教育のはじめ」（15）
の学校であったとされている点である。それについて『七十年史』では、このように变述
されている。 
「日本で造園学が学校教育としてはじめられたのは、イギリス人建築家コンドル博士が
工部大学校の造家学科で、建築の講義のついでに日本とヨーロッパの庭園について述べた
ことにはじまるといわれているが、学として造園学を講ぜられることはなかった。ついで、
明治 42（1909）年に本校が設立されるとともに、学科目に庭園論、庭園実習が設けられ、
校長鏡保之助は従来この方面に経験をもたなかったが、翻然として考案を練り、自らこれ
を講義した。庭園実習は講師林脩巳が受け持った。その後、東京帝国大学農科大学造林教
室で造園の講義がはじめられたのは大正５（1916）年、官立大学最初の造園学講座が京都
帝国大学農学部に開設されたのは大正 13（1924年）であった」云々。 
1876年 札幌農学校 
1890年 帝国大学農科大学 
1902年 盛岡高等農林学校 
1908年 鹿児島高等農林学校 
1909年 千葉県立園芸専門学校 
1920年 九州帝国大学農学部 
鳥取高等農林学校 
1921年 三重高等農林学校 
1922年 宇都宮高等農林学校 
1923年 京都帝国大学農学部 
岐阜高等農林学校 
1924年 宮崎高等農林学校 
1935年 東京高等農林学校 
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造園についての本格的な講義が行
われただけでなく、教員と学生の協同
作業により、造庭が実践されたことも
特記しておきたい。まずイタリア式庭
園が 1910 年に、フランス式庭園（サ
ンクガーデン）が、1912 年にイギリ
ス風景式庭園がやはり 1912 年にそれ
ぞれ竣工し、枯山水式の日本庭園も作
られた（16）。日本庭園以外は、すべて                
大正年間のフランス式庭園        今も校内に残り、四季折々に美しい景 
                  観を楽しませてくれている。 
２、千葉高等園芸学校時代の留学生たち 
①千葉高等園芸学校の留学生名簿 
本章では、千葉高等園芸学校時代に在籍していた留学生たち（17）の概要を紹介する。表
２として掲げた一覧は、千葉高園校友会・戸定会が発行した『会員名簿』を基本資料とし、
それ以外に、同窓会である戸定会（18）が発刊していた『戸定会報』また『校友会報』（19）
に掲載されたＯＢの動静情報、1954 年発行の『千葉農業専門学校沿革史』所載の卒業生名
簿、また戦前期において中国留学生の受入などを担っていた「日華学会」（20）が発行してい
た『留日学生名簿』、さらに、戦前期に留学生を所轄していた外務省外交史料館所蔵外交文
書（21）などを参照して、完成させたものである。 
これによれば、戦前戦中期の千葉高園に入学した外国人学生（中国、台湾、朝鮮）の総
人数は、中退者を含め、45 名であった。一覧は、左から通し番号、国地域別通し番号（Ｋ
は朝鮮出身者、Ｔは台湾出身者、それ以外は中国出身者）、入学前の最終学歴が分かってい
る場合には「出身地」欄にそれも加えた。さらに、「卒業後の仕事」については、上記の諸
資料から判明したものを、年次順にまとめた（一部については、履歴順が誤っている可能
性もある）。 
ところで、本表における「在籍身分等」について、簡卖に説明しておきたい。まず、「本
科生」は修業年限３年とされた一般的コースである。一方、「選科生」は、いわゆる聴講生
であるが、当初の「千葉県立園芸学校規則」にはその規程が見えない。国立に移管された
1929 年の「千葉高等園芸学校規則」の第一章第三条にようやく「本校に研究生、選科生及
別科を置くことあるべし」という項目が見え、その「第八章 選科生」に「第四十一条 各
学年各学科目中一科目若くは数科目を選択学習せんとする者は詮議の上、選科生として入
学を許可することあるべし。第四十二条 選科生にして在学中の成績適当なりと認めたる
者には修了証書を授与す」とある（22）。おそらくは、こうした形で県立時代から運用がさ
れてきたものと思われる。 
「見習生」は、1915年 7月告示の「千葉県立高等園芸学校研究生及見習生に関する規程」
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において、「年齢満十七年以上の男子にして、中学校または乙種実業学校を卒業し、園芸に
関する技術を習得せんとするものに対して、一ヵ年農場において作業並びに実験に従事せ
しめること」、「習得期間に至り、技術熟達の者には習得証書を授与す」、「授業料は之を徴
収せず」などと定められていた（23）。これら「見習生」は「別科」に所属し、実務教育が施
された。この「別科」は 1937年に「実務科」（修業年限 1年）に改編された（24）。本科は、
1942年、園芸学科と農芸化学科の２科に分けられ、さらに 1944年千葉農業専門学校になっ
た際、園芸学科は園芸科に、実務科は農業実科へと改められている（25）。 
 
   表２ 千葉高等園芸学校時代における留学生一覧（1916～1950 年） 
番
号 
国別
番号 
名前 入学年月 卒業年月 
在籍身分
等 
出身地 （卒業校） 卒業後の仕事 
1 1 繆嘉祥 1916 年 4 月 1919 年 3 月 
選科修了
（聴講生） 
雲南省昆明県 
（雲南省中学農業
学校） 
雲南省都市改革
技士 
2 2 李桂馥 1916年 10月 1917年 12月 
見習生習
得 
江蘇省松江県  ― 
3 3 朱栄春 1918 年 4 月 1921 年 3 月 
選科修了
（聴講生） 
浙江省台州（浙江
省第六中学校） 
江蘇省靖江省立
第三農学校 
4 4 陳応毅 1919 年 4 月 1921 年 3 月 
選科修了
（聴講生） 
江蘇省崇明県 
浙江省筧橋農事
試験場→上海市
霞飛路・菅生農場
営業部 
5 5 章守玉 1919 年 4 月 1922 年 3 月 本科卒業 
江蘇省蘇州 
（蘇州第二農学校） 
蘇州農業学校→
福建集美農業学
校教員→南京中
山陵園芸技師、
中央大学農学院
教員→西北農学
院→復旦大学農
学院教授→瀋陽
農学院園芸系主
任 
6 6 是貽勤 1920 年 4 月 1923 年 3 月 
選科修了
（聴講生） 
江蘇省武進 
江蘇省立第三農
学校 
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7 7 李可均 1920 年 4 月 1923 年 3 月 
選科修了
（聴講生） 
江蘇省宜興県 
（蘇州第二農学校） 
上海市霞飛路・菅
生農場営業部 
→ 自営 
8 8 刑調物 1920 年 4 月 1922 年 3 月 
選科中退
（聴講生） 
山西省静楽県 
（山西省立中） 
 ― 
9 9 李善勤 1921 年 4 月 1924 年 3 月 
選科修了
（聴講生） 
江蘇省宝山県 
（上海滬江大学中
学部） 
上海市霞飛路・菅
生農場営業部 
→ 自営 
10 K1 朴煕秉 1921 年 4 月 1922 年 3 月 
見習生習
得 
京畿道高陽郡  ― 
11 10 梁璽達 1922 年 4 月 1925 年 3 月 本科卒業 
奉天省金県（直隷
省通県潞河中） 
農園経営（大連
市） 
12 11 蒋芸生 1922 年 4 月 1925 年 3 月 本科卒業 
江蘇省漣水県 
（江蘇省第三農学
校） 
江蘇省靖江省立
第三農学校 →
南通学院教授 
→浙江大学農学
院教授 
13 12 呉 炳 1922 年 4 月 1925 年 3 月 
選科修了
（聴講生） 
浙江省奉化 
（浙江省農業学校） 
千葉高園研究生
（植物病理） →
江蘇省靖江省立
第三農学校 
14 13 馬酉苓 1922 年 4 月 1925 年 3 月 
選科修了
（聴講生） 
安徽省宿県 
（安徽省第一農学
校） 
安徽省立第三農
学校教員 → 上
海市霞飛路・菅生
農場営業部 
15 14 楊毓明 1924 年 4 月 1925 年 3 月 中退 広東省大埔県  ― 
16 K2 金貞植 1925 年 4 月 1928 年 3 月 本科卒業 
京城府（朝鮮善成
高等普通学校） 
果樹園自営 
17 K3 金重亮 1925 年 4 月 1928 年 3 月 本科卒業 
黄海道安岳郡 
（定州玉山中） 
安岳郡・金農場 
→ 黄海道信川
邑信川精米所 
→ （満州通北省
通北県） 
           国際教育 第４号 （2011 年 3 月） 
49 
 
18 K4 金周鍵 1926 年 4 月 1929 年 3 月 本科卒業 
平安北道定州郡
(京城徽文高等普
通学校） 
古邑駅前・玉山高
等普通学校→五
山中学校 →春
川農科大学教授 
19 K5 徐京烈 1926 年 4 月 1929 年 3 月 本科卒業 全羅南道萱島郡 
京城女子師範学
校 
20 15 呉萃林 1927 年 4 月 1928 年 3 月 
選科修了
（聴講生） 
安徽省桐城県  ― 
21 K6 蘇秉崑 1927 年 4 月 1930 年 3 月 
選科修了
（聴講生） 
京城府（京城法学
院中等部） 
自営 
22 K7 朴炳愈 1928 年 4 月 1931 年 3 月 本科卒業 
平安北道宣川郡
(京城徽文高等普
通学校） 
黄海道黄州春光
園芸学校 → 自
営 
23 K8 李天用 1928 年 4 月 1931 年 3 月 本科卒業 
京城府 
（朝鮮私立養正高
等普通学校） 
京畿道始興郡北
面技手 （1934 年
死亡） 
24 K9 金定鎬 1928 年 4 月 1932 年 3 月 
選科修了
（聴講生） 
黄海道延白郡 
（海州公立高等普
通学校） 
南川農蚕实修学
校教諭 → 黄海
道瑞興支所 → 
黄海道苹果検査
所瑞興支所主任 
25 K10 崔栄哲 1928 年 4 月 1932 年 3 月 本科卒業 
全羅南道木浦府
（広島呉市興文中） 
自営 
26 K11 安龍根 1930 年 4 月 1933 年 3 月 本科卒業 
黄海道海州郡 
（海州公立高等普
通学校） 
黄海道黄州春光
園芸学校 → 黄
海道海州府栄農
社経営 
27 16 鄭達文 1930 年 4 月 1934 年 3 月 
選科修了
（聴講生） 
江蘇省江陰 
（上海光華大附中） 
南京市・首遺族学
校園芸場 → 台
北・士林園芸試験
分所長 → 台湾
土地銀行農貸部 
28 17 繆紹俊 1931 年 4 月 1934 年 3 月 
選科修了
（聴講生） 
広東省中山 
（長崎県海星中） 
自営 
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29 Ｔ1 林元朗 1934 年 4 月 1937 年 3 月 本科卒業 台湾 
新竹州立農事試
験場 → 屏東・
嘉義菸葉加工廠
廠長→台湾省菸
酒公売局→台湾
嘉義煙廠長 → 
桃園農業学校 
30 18 顧篤煌 1934 年 4 月 1937 年 3 月 本科卒業 
江蘇省蘇州 
（蘇州農学校） 
東京帝大農学部
選科生 → 中華
民国南京政府外
交部 
31 Ｔ2 林燦栄 1937 年 4 月 1940 年 3 月 
本科卒業
（農産加
工専攻） 
台北州宜蘭郡 
（宜蘭農林高） 
千葉高園校助手
（加工） → 新興
農産（福島県信夫
郡）  → 農村産
業研究所（福島県
信夫郡） → 宜
蘭高等農業学校 
32 T3 王伝輝 1937 年 4 月 1938 年 3 月 
实務科修
業（加工） 
台南州嘉義郡 
（屏東農学校） 
山形県販購連工
場 
33 K12 元容完 1937 年 4 月 1938 年 3 月 
实務科修
業（果樹） 
京畿道始興郡 
（広島興文中） 
 ― 
34 K13 慎三縡 1938 年 4 月 1939 年 3 月 
实務科修
業（果樹） 
慶尚南道居昌郡
（大分・四日市農校） 
 自営 
35 K14 金海教 1940 年 4 月 1941 年 3 月 
实務科修
業（果樹） 
慶尚北道大邱市 
（朝鮮敬聖高） 
本校副手（蔬菜） 
→ 農業自営 
36 19 杜賡甡 1941 年 4 月 1943 年 9 月 
園芸学科
卒業 
河北省武清 
（天津中日中） 
黄村農業学校 
→ 台湾大学花
卉園芸教授 
37 20 謝綏忠 1943 年 4 月 1944 年 3 月 
選科修了
（聴講生） 
山東省福山 
（北京師範大附中） 
 ― 
 
38 
  
 
T4 
  
 
柯天徳 
  
1943 年 4 月 1944 年 3 月 
实務科修
業 
台湾 
農業技術指導員
→台湾省農会農
事推広課課長→
奇美化学股份有
1944 年 4 月 1947 年 3 月 
園芸化学
中退 
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限公司総経理  
39 T5 
林宣立
（深墻） 
1943 年 4 月 1945 年 9 月 
園芸化学
卒 
台湾 松益貿易会社 
40 T6 陳成基 1944 年 4 月 1947 年 3 月 
園芸化学
中退 
台湾 
P.T.INDUMA（食品加工
会社：インドネシア） 
41 21 王泰享 1944 年 4 月   
園芸科中
退 
浙江省紹興  ― 
42 22 呉汝焯 1944 年 4 月   
園芸科中
退 
江蘇省呉県  ― 
43 23 劉人敏 1944 年 4 月 1947 年 3 月 
農芸化学
卒業 
湖北省崇陽（崇陽
第五高級中学） 
 ― 
44 24 凌冠英 1944 年 4 月 1945 年 3 月 
農業实科
修業 
浙江省崇徳 
（南京鐘英中学） 
 ― 
45 Ｔ7 施性忠 1946 年 4 月 1950 年 3 月 
農芸化学
卒業 
台湾台南 
キノコ種菌培養研
究（台菇企業貿易
公司） 
 
②千葉高園校留学生の特色                                             
これら 45名を出身地域や卒業・中退の別に分けたのが、表３である。これによれば、出
身地域別では、大陸中国からの留学生が 24名（全体比 53％）と最も多く、次いで、朝鮮学 
 
表３ 千葉高園留学生の出身地域     表４ 中国留学生の出身地    表５ 朝鮮留学生の出身地 
 
生の 14 名（31％）、台湾学生の 7 名
（16％）だった。また、中退者は、
45名中 5名で、中退率は 11％だった。
筆者がかつてまとめた千葉医学専門
学校（医科大学）においては、中退
率が 28％だったので（26）、それに較
地域名 入学者 卒業者 中退者 
中国 24 21   3 
台湾    7    5   2 
朝鮮 14 14   0 
総計 45 40   5 
省名 人数  
江蘇省 10 42% 
浙江省 4 17% 
広東省 2 8% 
安徽省 2 8% 
河北省 1 4% 
湖北省 1 4% 
山西省 1 4% 
山東省 1 4% 
雲单省 1 4% 
奉天省 1 4% 
   計 24  
道名等 人数  
京城府 3 22% 
黄海道 3 22% 
京畿道 2 14% 
平安北道 2 14% 
全羅单道 2 14% 
慶尚北道 1 7% 
慶尚单道 1 7% 
  計 14  
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べれば低い比率であった。 
表４は中国留学生 45 名を出身省別にまとめたものである。これを見ると、上海を含む江
蘇省（省都・单京）出身者が断然の第一位で、隣接する浙江省を合わせると、６割にも上
った。ちなみに、千葉医専の中国留学生出身地域は、浙江省が 25％で第一位、江蘇省が 18％
で第二位（27）であったが、それも併せ考えるに、改めて、この地域出身者が留日学生の中
心勢力であったことを確認できるのである。 
母数が小さいが、朝鮮についてもまとめてみた。これによると、京城府（ソウル）とそ
の隣接地京畿道の出身者が、全体の半分近くになる。千葉医専のデータでも、京城府と京
畿道出身者が 56％に上っており（28）、おおまかな傾向は園芸、医薬とも変わらなかった。 
年度別の留学生在籍者数（地域別）をグラフ化したのが表６である。これは、学生の国 
 
表６ 千葉高等園芸学校時代における留学生数の推移（1916～49年） 
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別人数を年次ごとに積み上げたものだが、留学生がもっとも多く在籍していたのは、1922、
28、44年度で、それぞれ７名いた。年次別の傾向を概観してみると、以下のようになる。 
すなわち、留学生第一号の繆嘉祥が入学した 1916 年から 24 年まではほぼ全員が中国留
学生だったが、1925年から 29年、また日中戦争期であった 37年から 40年までは、中国留
学生の姿はなくなる。一方、1941 年度以降は、中国の親日派（傀儡）政権支配地域からの
派遣学生（29）が増えたためか、再度増加に転じる。 
朝鮮学生は、1925 年から 32 年の間の在籍が多く、とりわけ 1928 年度の在籍生 7 名はす
べて朝鮮学生であった（なぜこの時期に集中したのかは不明である）。 
一方、台湾籍学生が在籍したのは、1934 年以降であるが、太平洋戦争下および日本の敗
戦後にも２～３名が在籍していた。戦時下の留学者増は、「皇民化」政策の推進に伴う状況
と思われるが、敗戦後も 2名が学校で学び続け、さらに 1946年 4月にも台湾からの入学者
がいたことには注目される。これらの動静の究明も今後の課題である（30）。 
さて、本稿「はじめに」で、「『園芸学部七十年史』には留学生への言及がほとんどない」
と書いた。その例外的な变述箇所として、1935 年のデータを用いて、在学生 164 名中、外
国学生数は「朝鮮〇、台湾一、満州国〇、中華民国一」、卒業生 924 名中に、「朝鮮八、台
湾〇、満州国一、中華民国二」（31）出身の学生がいる、と説明したくだりがある。 
これを本稿でまとめた一覧に照らすと、1935 年に在学していた台湾学生は林元朗【29】、
中華民国学生は顧篤煌【30】となる。また『七十年史』では外国学生の「卒業生」総計が 11
名なのに対し、本稿の一覧では、1935 年以前の「卒業」生が 26 名になり、齟齬が生ずる。
それは何故か。実は、本稿では「聴講生として選科修了」した学生 15 名も、「卒業生」と
見なし、「本科卒業」の 11名に加えて算出しているためである。ちなみに、「本科」卒業の
朝鮮学生は、【16】～【19】、【22】、【23】、【25】、【26】の８名、「満州国」学生（32）は【11】、
「中華民国」学生は、【5】、【12】であり、『七十年史』の变述に一致する。 
 
③全国農学系大学・高等農林学校における留学生の動向 
 ここまで、千葉高園への留学生とその傾向について概観してきたが、そもそも戦前中期
において、全国の農林系高等教育機関に、留学生は何人くらい在籍していたのだろうか。
中国留学生の数については、1927年から 44年まで日華学会が発刊していた『留日学生名簿』
（既述）から、ほぼ正確に把握することができる。しかしながら、本稿では逐年的な数値
をまとめて示すことはせず、日中戦争勃発直前の 1937年 6月現在のデータを載せた『中華
民国満洲国 留日学生名簿』（33）から、関連校の数値を抜出し、概況のみを示しておきたい。 
 同書によれば、1937年 6月現在、中華民国満洲国の留日学生総数は 5945名であり、農学
系高等教育機関中で、最も多くの留学生を抱えていたのは、東京帝国大学農科の 57名であ
った。次いで北海道帝大農科の 42 名、九州帝大農科 31 名と続き、帝国大学では、ほかに
京都帝大農科に 8 名の留学生がいた。一方、官立高等農林系では、東京高等農林学校が 14
名で最も多く、次いで、三重高等農林の 6名、盛岡高等農林 3名、さらに宮崎と鳥取に各 1
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名が在籍していた。ちなみに、千葉高園は、37年 3 月に顧篤煌【30】が卒業したため、この
年の中国の学生はゼロであった。 
 高等農林系で中国留学生数が最も多かった東京高等農林学校（現 東京農工大学）は、
1935年に東京帝大農学部実科から独立してできた学校である。1936年度から留学生受け入
れをはじめ、1944年度まで「中華民国」および「満洲国」学生が合わせて 4～5名、毎年入
学しており、各年度に総計 15名前後が在学していた。なお、同校が「留学生受け入れに熱
心で」あった理由については、「文部省による「満洲国」派遣留学生の学席設置校に指定さ
れて」いたこと、初代校長が積極的であったことなどが指摘されている（34）。  
千葉高園についてまとめると、高等農林系の学校としては、1909 年という相対的に早い
時期に創設（当初は県立。官立となったのは、1929 年）された学校であったが、1937年前
後における留学生受入（ここでは中国留学生に限定）については、他校に比べると、尐な
い部類であったと言える。 
 
④千葉高園校留学生の学園生活 
 千葉高等園芸学校校友会による『校友会会報』には、年度ごとの「卒業論文タイトル」
が収録されている。園芸学部戸定会事務局に残されているバックナンバー中で、確認でき
た留学生執筆の論文題は以下である（35）。基礎的な問題を幅広い角度から取り上げたもの
が多いが、出身地である中国や朝鮮固有の課題を扱っている論文も尐なくない点に注目さ
れる。後にも述べるが、母国に戻り、千葉高園で学んだ学問や技術を活かしていく学生は
多く、それは留学期間の十分な知識吸収に拠るものであった。 
 
     表７ 千葉高園留学生の卒業論文テーマ（1928～1939年度） 
1928年度 金周鍵【18】 農産物の販売に就いて 
1929年度 蘇秉崑【21】 共生農友会経営法 
 
1930年度 
朴炳愈【22】 葡萄其他重要樹果に於ける発根率が薬剤刺戟に依りて及ぼす影響
に就いて 
李天用【23】 和梨硬度試験 
1931年度 金定鎬【24】 葡萄の葉面積が果実の発育に及ぼす影響に就て 
崔栄哲【25】 朝鮮の漬物及食物料理法 
1932年度 安龍根【26】 朝鮮人参栽培法に就て 
1933年度 鄭達文【27】 中華民国江单に於ける蘭黄心栽培 
繆紹俊【28】 中華民国広東省広州地方の広東薑に就て 
 
1936年度 
林元朗【29】 柿の生理的落果に関する研究―岐阜県（主として本巣郡）に於け
る柿栽培調査 
顧篤煌【30】 薬剤散布が青梨果皮に及ぼす影響に就て 
1939年度 林燦栄【31】 種子の栄養学的研究及其の利用法 
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 千葉高園留学生の課外活動についても、簡卖に記しておく。1930 年代の同校には、文化
部系に、文芸、弁論、絵画、写真、音楽、生花盤景の各部が、運動部系としては、柔道、
剣道、弓道、乗馬、競技、野球、庭球、卓球、山岳の各部があった。またそれ以外に「戸
定学会」という「研究会」系も存在し、果樹、蔬菜、花卉、造園、加工、植物の各研究会
が盛んな活動をしていた（36）。  
どれくらいの留学生たちが課外活動に参加していたのかは不明だが、『校友会会報』所載
の活動記録中に、尐なくとも 2名の名前を見出すことができる。一人は崔栄哲【25】で、テ
ニス部の活動において、日本人学生とダブルスを組み、勝利した結果が残っている（37）。
崔は運動能力に長けていたと見え、「百メートル走 12.4秒」の 1930年度最高記録を出して
いたことも同誌に記されている。また、朴炳愈【22】が、1933年 6月に行われた「絵画春季
展覧会」に、スケッチを出品している記録が残っている（38）。 
全体的傾向を捉えるまでにはいかないが、何名かは、勉学以外の活動にも積極的に参加
していたようである。しかし、それ以外の学園生活において、留学生が教員や日本人学生
とどのように交流していたのかについては、不明である。『園芸学部創立 100周年記念誌』
には、戦前期に学んでいた日本人ＯＢ18 名の回想文が載せられている。与えられた紙幅の
関係もあろうが、留学生の友人について言及している人はいない。元留学生が帰国後、何
らかの回顧を残している可能性もあるが、それらの調査は今後の課題となる（39）。 
 
 
1932年 3 月 卒業記念写真（『校友会会報』21 号）  
『戸定会報』第 20 号（1938 年 7 月）          2名の朝鮮留学生も写っている 
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３、千葉高等園芸学校留学生の卒業帰国後の動静 
①卒業生たちの帰国後の職業 
 ２章に掲げた留学生 45名の一覧に「卒業後の仕事」という欄を設けた。これは、校友会
報などから明らかにできた卒業後の履歴を、筆者が整理したものである。それを基にして、
彼らが卒業後、どのような仕事についたのかをまとめたのが、表８である。整理する際、
仕事のカテゴリーを、便宜的に「学校教員」、「大学教員」、「官公吏」、「自営」、「会社・組
合」の５つに分けた。「学校教員」には「農学校教員」などを入れ、「大学教員」は敢えて
別立てしている。大学（高等教育機関）の研究者・教育者に就いた場合には、特別な意味
を与えようとしたためである（この点、後述）。 
なお、ここでは、卒業生がどのような分野で活躍したのかを把握する事を第一義にした
ため、一人が複数の職業を遍歴した場合、それぞれを「１」とカウントしている。その結
果、千葉高園に所属した留学生総数 45名に対し、職業別総延べ数は 52になった。また各々
の職業別人数に添えている百分比は、就業者総計中の割合とし、職業不詳の人物は、分母
には参入していないことにも留意されたい（ちなみに、千葉高園に入学・在籍していた中
国学生 24名中の職業不詳者は 9名、朝鮮学生は 14名中、2名である。台湾学生 7名中の不
詳者はゼロであった）。 
表８―２は、「留学生三者総計」の百分比を円グラフで示したものである。一方、表９は、
１章で示した千葉高園日本人卒業生の職種の比率を円グラフ化したものである（40）。８と
９を並べて見ると、学校教員（大学教育を含む）、官公吏、自営に就いた両者の比率がほぼ
一緒になった。１章で、戦前期の官立高等農業学校中で、千葉高園卒業生の職業傾向には、
かなり特色があることを紹介した。データの母数が尐ない留学生の傾向を一般化すること
はできないし、ましてや日本人同窓の就職傾向に影響されたことはあるまいが、結果とし
てその比率が似通ったことは興味深い事実である。 
表 10は、元留学生全体の職業別比率（棒線）と三地域出身者ごとの職業別比率（折れ線）
を示したものである。分母数が多い中国の折れ線は、全体とほぼ同じ弧を描いたが、朝鮮
と台湾はそれぞれ強い特色を見せた。 
すなわち、朝鮮出身の卒業生（12 名）は、「自営」が最多比率で、「官公吏」と「会社・
組合」は尐なく、一方、台湾出身の卒業生（7 名）は「自営」がゼロで、「会社・組合」が
最も高かった。朝鮮については、総督府などの行政職から、朝鮮出身者が排除される傾向
にあったことの相関もあり、農園などを自営する者が多かったのではないかと推測してい
る。データが尐ない台湾の事例は、さらに一般化できないが、戦中戦後に千葉高園を卒業
した 4名全員が、企業活動に関わっていたため、「会社・組合」の比率が突出したことを補
足しておきたい。 
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   表８―１ 千葉高園卒業留学生の職業比率 
  ３者総計 中国 朝鮮 台湾 
学校教員 14（27%） 7（26%） 5（29%） 2（18%） 
大学教員 ４（ 8%） 3（13%） 1（ 6%） 0（ 0%） 
官公吏 10（19%） 5（22%） 2（12%） 3（27%） 
自営 12（23%） 4（17%） 8（47%） 0（ 0%） 
会社・組合 12（23%） 5（22%） 1（ 6%） 6（55%） 
   総計 52 名 24 名 17 名 11 名 
  
表８－２ 千葉高園卒業留学生の職業比率   表９ 千葉高園卒業日本人の職業比率 
     
 
表 10 千葉高園卒業留学生の職業比率（出身地域別） 
 
 
 
 
 
 戦前期における千葉高等園芸学校の留学生とその動向 （見城） 
 58 
②中国近現代史に名前を残した千葉高園卒業生 
 戦前戦中期の千葉高園で学んだ中国留学生 24 名のうち、「近現代中国の園芸学、園芸教
育学の第一人者」との高い評価が与えられている人物が２名いる。章守玉【5】と蒋芸生【12】
である。両者の履歴や業績について、中国科学技術協会編『中国科学技術専家伝略（農学
編園芸巻）』に収められている長文の評伝から、一部を訳出して紹介したい（なお、両名の
履歴や業績は、インターネットの中国サイト辞典である「百度(Baidu)百科」（41）や「互動
(Hudon)百科」（42）などにも収録されている）。 
 
Ａ）章守玉（1897～1985） 
 『中国科学技術専家伝略』において、章守玉は９頁にわたり变述されている（43）が、ま
ず、冒頭に６行掲げられている「概要」は以下のようであった。 
「著名な園芸学者、園芸教育家。单京中山陵園および附属植物園、
またその他の風景緑化規画設計施工建設に大きな貢献をするなど、
我国高等教育における園林専業の創建者の一人である。さらに唐菖
蒲の育種作業に力を尽くし、数百種の類型を選び出すなど、我国近
代花卉学の基礎を作った一人である。著書には『花卉園芸学』など
がある。」 
 この概要からは、章が近代中国における「風景緑化」および「花
卉学」の第一人者であったとの評価が看取できるだろう。この評伝
本文中から、千葉（日本）留学時代の变述、单京に造られた孫文墓所である「单京中山陵
園」園芸主任を務めた経緯およびその評価に関わる变述の２ヶ所を訳出しておく。 
 「1918 年春、日本に渡り、日本語を学習した。その年の 5 月、北洋政府と日本政府が、
“中日共同防敵軍事協議”の売国条約を締結したことに、全国人民が憤慨し、激しい反対
を訴えた。章守玉と多くの留日学生もまた抗議の意志を示すため、続々と帰国した。7月に
は、事態が沈静化したため、章は日本に戻り、学習を継続した。 
 1919 年春、千葉高等園芸学校に入学し、果樹・蔬菜のほか造園や花卉園芸について専攻
し、1922 年に帰国した。そして、江蘇省立第二農業学校校長王舜臣の求めに応じ、母校の
教員に就き、花卉園芸、造園と園芸通論などの課程を教授し、また農場指導を兼務した。
1927 年夏、福建集美農業学校の殷良弼校長から要請され、同校の教員になった。1928 年 3
月、单京中山陵園ができ、章守玉は、陵園園芸股技師に任ぜられ、のち主任となり、10 年
の長きにわたり、勤務した」云々。 
 1915年の「対華 21ヶ条要求」以降の反日機運が高まっていた状況の中、章が何を考えな
がら千葉（日本）で生活していたのかをもう尐し知りたいところではあるが、ここには、
千葉高園で、造園や花卉園芸などを学んだことが、ごく簡潔に記載されているだけである。 
 この評伝の筆者・鄧継光（瀋陽農業大学園芸学院教授。章の晩年の教え子）は、日本時
代について、もう尐しだけ情報をプラスした評伝を別にまとめている。そこに曰く、「1918
出典『中国科学技術専家伝略』  
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年春、日本に渡り、日本語を学習した。章は、小さい頃から、蘇州の優良な園林景観と技
巧に惹かれていたため、園林を酷愛していた。1919 年春、千葉高等園芸学校で学ぶことを
決意し、造園と花卉園芸を専攻し、果樹と蔬菜も兼学した。留学期間は園林と園芸科学を
刻苦勉励し、常に日本の各種園林と花卉および果樹と蔬菜の生産を考察し、堅実な基礎理
論を確立し、豊富な実践知識を掌握した。1922年、学成り帰国した」（44）。 
こちらの变述からは、幼年時からの故郷の景観に対する思いと千葉高園での研究テーマ
が強い相関の下にあったことを読み取ることができるだろう。 
 さて、『中国科学技術専家伝略』に掲載された章評伝に戻り、陵園技師時代の活躍とその
評価について、紹介しておく。 
「1925 年、孫中山先生が北京で亡くなると、单京国民政府は单京市東郊の風景秀麗な鐘山
に、その記念として陵墓と陵園を建設することに決定した。1926 年 1 月建設が始まった。
陵園の企画設計が要求したのは、広大で厳かな記念園林であり、文化娯楽・科学研究、ま
た旅行に適した大型総合森林公園の建設であった。孫中山のための陵園としては、これが
一番大事であった。この大工事を誰が担当するか、当時国中の目が集まっていた。1928年、
胡昌熾教授の推薦により、中山陵管理準備所は福建集美農学校に行き、章守玉に赴任を要
請した。4月、彼は单京に到着し、陵園園芸技師となり、中山陵園園林緑化企画と施行の責
任を負った。彼は全精力を全園の緑化企画設計と陵墓の緑化配置に注いだ。全園の緑化企
画を進めている時、我国自然風景区建設と国外森林公園建設の特色を結合させ、鐘山の自
然風景、名勝旧跡と広大な中山陵を整合し、文化科学・娯楽施設と一体化せしめ、我国古
典園林の芸術技巧と手法を体現した。さらに日本と欧州の園林の芸術精華を吸収した。こ
れにより、中山陵陵園が国内外の人士が仰ぎ見る、中山先生陵墓と文化娯楽、体育活動、
科学研究、風光明媚である著名な総合公園にした」云々。 
当時の中華民国政府の国家的事業であった孫文陵園整備の大役を、章が十二分に全うし
たとの評価をここに見る事ができる。また「日本と欧州の園林の芸術精華を吸収した」と
いう变述に関しては、１章で紹介したが、千葉高園は「造園」の教育と実習を先駆的に行
なうとともに、校内にフランス式や日本式の庭園も設けていた学校であったため、章がそ
の留学経験を十分に活かすことができたと評することも可能であろう。 
さて、1928～1937 年まで中山陵園園芸技師を務めた章は、その後、大学教員として研究
と後進の教育指導にあたる。その履歴は 1939～45年西北農学院園芸系教授、46～48年中央
大学園芸系教授、48～49 年河单大学園芸系教授兼系主任、新中国になった 1949 年から 52
年まで復旦大学園芸系教授。52 年からは瀋陽農学院園芸系教授兼系主任などであった。晩
年の文化大革命時期にきわめて「不公正な待遇」を受けたため、1970 年に退職し、故郷の
蘇州に戻ったとされる。 
 さらに、章が中国の学会に寄与した功績として、評伝は、「中国園芸学会創設の際、章は
文書委員を担当し、理事も歴任した。1985年、88歳の高齢ではあったが、中国建築学会園
林学会の顧問に就いた。彼は我国近代園芸科学の発展において、特に花卉園芸と造園事業
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の発展に卓越した貢献を行った」としている。 
以上は、評伝９頁中、２頁程度の抄訳紹介にすぎないが、ここから、章が現代中国の園
芸・造園分野で与えられているきわめて高い評価を知ることができるのである。 
さて、この章守玉が、卒業帰国後に日本を再訪した記録が、外交文書に残っている（45）。 
1937 年５月、日本の「森林、園芸事業及植物園、公園等ノ施設視察ノ目的」のため来日し
た「中華民国政府陵園管理委員」４名のリーダーとしてである（章のほかは、呉敬立、朱
慶霖、沈葆中）。彼らは、一ヶ月ちかくの間、以下に挙げた東京周辺、また関西地方の見学
を実施した。千葉県内では、千葉高等園芸学校のほか、畜産試験場（現千葉市青葉の森公
園）・清澄山演習林（東大演習林。鴨川市と君津市にまたがる）などを訪問している。さら
に、この時の通訳には、章の後輩にあたる千葉高園留学生・顧篤煌【30】が任命されている。 
（１）東京およびその付近 
 ①学校関係 
   東京帝国大学園芸学教室、同造林学教室、千葉高等園芸学校、駒沢府立園芸学校、
女学校園芸科 
②試験場関係 
  林業試験場、帝室林野局、清澄山演習林（千葉県）、東京府立農事試験場、埼玉県農
事試験場越谷園芸部、神奈川県立試験場。 
③庭園・公園・植物園方面 
  東京市公園課（日比谷、上野、隅田川等公園)、内務省都市計画課、新宿御苑、明治
神宮、小石川植物園、その他名園。 
④種苗事業およびその他 
  調布温室村、坂田商会、横浜植木株式会社、日本園芸株式会社（大崎・茅ヶ崎）、安
行付近種苗事業（盆栽）、畜産試験場（千葉県千葉郡都村）、青果市場、花店。 
⑤国立公園風景地 
  日光、箱根、鎌倉。 
（２）静岡 
 園芸試験場その他。 
（３）名古屋 
  博覧会 
（４）京都 
  京都帝大、名園、風景地、植物園、御苑 
（５）大阪 
  公園、植物園、名勝地、種苗事業。 
 
 以上、公園関連を中心に、多岐にわたる分野を精力的に訪問していることが分かる。1937
年は、章が中山陵園技師の役目を終え、大学教員に転身する節目の年であった。この時の
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日本研修も、自らの新たな研究と学生教育に活かされていったのであろう。 
さて、「江蘇省立（蘇州）第二農業学校」は、若き日の章守玉が修学卒業し、また千葉留
学から戻った後、最初に就職した学校である。その後継校にあたるのが、現在の蘇州農業 
 
職業技術学院（以下、蘇農）（46）である。同校は、2007 年 11月に、創立（1907 年）百周年
式典を挙行したが、その際に、「近代著名園芸家、園芸教育家、傑出校友」として章（ほか
２名）の銅像作成を行っている。左の写真は、その除幕式の様子（47）、右は、2009 年 11月
に蘇農で行われた「学章守玉精神莘莘学子共緬先輩徳馨（章守玉精神に学び、多くの学生
たちが先輩の徳を想う）」記念活動の様子である（48）。  
章が卒業した蘇州第二農学校からは、章のほか、李可均【7】、顧篤煌【30】の 2名が千葉
高園に留学を果たしているが、百年の歴史を持つに至ったこの伝統校は、若い学生たちの
目標に偉大なる先輩・章の精神を置こうとしているのだ。章の評伝中に、千葉高園で、「果
樹・蔬菜のほか、造園や花卉園芸について専攻」、また中山陵園造営にあたり、「日本と欧
州の園林の芸術精華を吸収」した云々の变述があったが、日本での学びを、中国で大きく
発展させた精神は、現在も園芸を学ぶ学生たちに活かされ続けようとしているのである。 
 
Ｂ）蒋芸生 （1901～1971） 
 『中国科学技術専家伝略』における蒋の变述は、章と同じ９頁である（49）。その冒頭６行
に掲げられた「概要」は以下であった。 
「茶学家、園芸学家、教育家。我国現代茶学の基礎を作った一人。
浙江省茶葉学会、中国茶葉学会と中国農業科学院茶葉研究所を創設し
多くの創造的業績を残し、また茶学研究者養成に貢献をした。さらに、
茶樹栽培と育種研究、柑橘栽培、植物生理から植物分類学の領域に至
るまで、深い研究をおこない、顕著な成果を挙げた。その著書である
『植物生理学』は我国高等農業学校の代表的教科書の一つである」。 
 そして、本文の冒頭は次のように書き始められている。 
「1901 年 11月江蘇省漣水県に生まれる。1921年、江蘇省立第三農業学
校を卒業。1922 年、公費により千葉高等園芸学校に留学。1925年帰国
し、江蘇省立第三農業学校教師になる。のち、浙江大学農学院副教授、单通学院、福建協
出典『中国科学技術専家伝略』  
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和大学農科教授、福建永安園芸試験場場長、崇安茶葉研究所副所長、福建省立農学院教授
（園芸系主任）、浙江大学農学院園芸系教授などの職を歴任した。1956年、浙江農学院が茶
葉専修科を二年から四年制の本科に改める際、蒋芸生は茶葉系主任になった。この主任在
職中の 1957年 7月に、中国農業科学院茶葉研究所設立の命を受け、58年 9月、同所が開設
後、所長になる。1960 年、浙江農学院と浙江省農業科学研究所が合併し、浙江農業大学に
なった際、副校長に任命された。1956年と 64年に組織された浙江省茶葉学会と中国茶葉学
会の第一理事長に選ばれた。中国園芸学会常務理事、浙江省政協委員などにも任じられた。
彼は園芸と茶学両学科に生涯従事し、多くの緑化を果たし、その貢献は卓越していた」。 
 蒋の千葉高園時代については、履歴の一部としてごく簡略に書かれているに過ぎず、こ
こから、蒋の「日本経験」を読み取ることはできない。 
 実は 1922年 4月に千葉高園に入学した４名―蒋芸生・呉炳・馬酉苓・梁璽達の「個人調
書」が外務省外交文書の中に保存されていた（50）。そこから蒋の留学時代の一端を垣間見
ておこう。成績は中国人 4 名のうち 2 位、優秀科目は蔬菜と観賞植物、拙务科目は無し。
日本語力は「普通の用に便するに至れり」。性格は「温良寡黙にして堅固なり」。思想は穏
健で、運動は「尐しくテニスをなせり」。それらを勘案した「概評」は「上」とされていた。 
 千葉高園が提供していた科目の中で、帰国後の蒋が専門分野としていく「茶葉」につい
ての本格的な講義は行われていなかったと推測される（51）が、「優秀」とされた蔬菜や観賞
植物などの各講義科目において、農業・園芸の幅広い学識を蓄えたことが、帰国後の研究
教育の発展に繋がっていったのだろう。  
 『中国科学技術専家伝略』における蒋の評伝变述は、上記以外にも「茶樹栽培と育種研
究の主要な開拓者」、「『植物生理学』著作を早い段階で出版」、「浙江農学院茶葉専修科の創
設」、「中国農業科学院茶葉研究所の創設」、「園林規画設計と柑橘栽培に専心」などの見出
しに従って詳述され、それぞれに評価が与えられているが、それらの紹介は割愛する。 
 
③ 台湾における千葉高園卒業生の活躍 
 千葉高等園芸学校時代の台湾出身の学生は、先の一覧表の通し番号に「Ｔ」を付した７
名（卒業は５名）であった。 
 1975 年に発行された冊子『戸定会‘75』の「会員通信」欄に掲載された「戸定会在台メ
ンバーの動向」は、彼らの卒業後の動静を明らかにすることができる貴重な資料である。
筆者は、「林深墻 昭和 20年 9月 農化卒」。林深墻は、在学時に林宣立【39】を名乗って
いた人物と同一人である。以下、林による台湾同窓生の紹介をかいつまんで記しておく。 
鄭達文（1934年卒）【27】…江蘇省出身の鄭は、台北市の士林園芸試験分所長として、台
湾花卉園芸発展のために尽力した後、台湾土地銀行農貸部総経理に任命され、農村経済輔
導に当った。また蘭などの花卉についての第一人者で、1975 年ころ西ドイツで開かれた第
８回国際蘭花会議に、中華民国花卉発展協会代表として参加している。 
 林元朗（1937年卒）【29】…屏東・嘉義菸葉加工廠廠長や台湾省菸酒公売局で要職を歴任
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し、台湾タバコの増産と品質改善に業績を残した。また造園にも力を発揮し、台湾総統府
前の庭園など、和式洋式庭園の設計を多く手がけた。 
 林燦栄（1940年卒）【31】…宜蘭高等農業学校で農産製造を長年担当した。また早くから
大規模な鰻の養殖を始め、台湾養鰻業の基礎を築いた功労者とされている。 
杜賡甡（1943年卒）【36】…河北省出身の杜は、台湾大学で花卉園芸教授として教鞭を取
り、さらにカナダに渡り、花卉栽培をしている。 
 柯天徳（1947年中退）【38】…台湾で、農業技術普及事業に従事した。また農業技術顧問
団の一員として、单ベトナム（当時）やグアム島に赴き、海外の農業増産にも貢献した。
のち、大手商社の奇美化学股份有限公司で総経理として活躍している。 
林深墻（1945年卒）【39】…松益貿易会社で貿易に従事している。 
 陳成基（1947年中退）【40】…帰国後、台湾大学で学び直し、インドネシアの食品加工ト
ップメーカーであるＰ．Ｔ．ＩＮＤＵＭＡで新産品の開発に従事している。 
 施性忠（1950年卒）【45】…キノコ栽培の研究をし、特にシイタケとマッシュルームの種
菌培養供給、栽培技術指導に専心し、世界一のマッシュルーム生産国を作り上げた陰の功
労者である。 
 林の報告中に出てくる杜賡甡が台湾大学で果たした事績について、台湾大学ホームペー
ジ等の記載を参考に補足しておきたい。台湾大学の「校花」はツツジに定められているが、
それは杜が六張犁（台北市单部）の山地等から野生のツツジを採取し、1948年から 1959年
まで三度にわたりキャンパスに植え、台湾大学が「ツツジの城」の美名を持つようになっ
た結果に由来している。1997年からは、毎年 3月に「台湾大学杜鵑花節」（ツツジ祭）が催
され、入学を目指す高校生ほか学外に大学を紹介する格好の場になっているというのであ
る（52）。つまり、杜は台湾大学園芸系教授として教鞭を取った事実だけでなく、キャンパ
ス緑化にも大きな貢献をしたことが今日でも讃えられているのである。 
さて、林深墻の報告文には、上記以外に 1949年千葉大学園芸学部になって以降に台湾か
ら入学あるいは研修のために在籍した人の動向も記されている。「千葉高等園芸学校時代
の留学生」に焦点を絞っている本稿の射程外ではあるが、貴重なレポートなので、その概
略も記しておきたい。 
余慶東（1956年、台中農業改良場から研修員として派遣）…1972年死亡。 
郁宗雄（1958 年、鳳山熱帯園芸試験分所から研修員として派遣）…同試験分所の所長に就
任。果樹・蔬菜の品種改良に努め、多くの優秀な新品種を世に出している。 
陳文郁（1958 年、鳳山熱帯園芸試験分所から研修員として派遣）…高雄で農反種苗公司を
経営。優良な種を農民に供給し、特に「種なしスイカ」の種は農業界の好評を博している。 
王兆基（1961 年、専攻科修了）…台湾糖業公司に勤務。台東総廠から高雄総廠に移り、課
長として活躍している。 
陳輝添（1966年、専攻科修了）…米国に引き続き留学しているが、連絡途絶状態にある。 
楊恭毅（1968 年、専攻科修了）…楊青造園企業有限公司を設立。台湾各地の名所旧跡の環
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境美化、公園設計に従事している。彼の手になる庭園は数十カ所にのぼり、特に国立公園
日月潭の孔雀園と文化センターは傑作である。 
劉衡正（1971 年、園芸科卒）…花材加工研究に専念した結果、台湾の新興産業の一つとし
て室内装飾に重要な役割を担うようになった。 
林進益（1973年、造園研修員として派遣）…台北市公園路灯管理処で、環境美化に精励。 
 以上、林の報告から、元留学生たちが、「台湾花卉園芸の第一人者」、「台湾養鰻業／
キノコ生産の功労者」などの称号を得て、台湾諸分野の第一線で活躍していることを知る
ことができるだろう。また、章守玉が孫文の陵園造営に関わったことを先に見たが、台湾
総統府周辺の庭園や景勝地として知られる日月潭の整備などに関わっていた卒業生もいた
ことにも注目される。絶対数は尐ないながら、台湾で重要な役割を果たした人材を千葉高
園は輩出していたのである。 
 
④日中戦争終結後の元留学生たちの行方 
 日本敗戦後の中国大陸では、周知のように国民党と共産党の内戦がはじまる。1949 年、
「中華人民共和国」が成立すると、敗れた蒋介石は台湾で「中華民国」を継続するのだが、
大陸出身の元留学生の何名かは、こうした動向の下、大陸から台湾へ移住する（53）。千葉
高園関係者については、尐なくとも、鄭達文【27】と杜賡甡【36】の 2 名が台湾に渡ったこ
とが、先の「戸定会在台メンバーの動向」のレポートによって分かる。 
 このうち、杜賡甡については、大陸同郷の後輩が自らの日本留学時代を回顧する証言の
中に偶然登場する。それは、東京高等農林学校の元留学生・宋秉彝氏（1926年生。1943年
7 月来日し、日本語を学ぶ。1944 年 4 月東京農林専門学校（戦時下で改名）農学科入学。
戦争激化のため、同年 9 月帰国）に対して、東京農工大学の研究チームが、2000 年 9 月に
行った聞き取り中である。以下で、概要を紹介しよう。 
来日する前に宋尐年が生活していた北京は、すでに日本軍の支配下に置かれていた。母
国を侵攻占領し、かつ英米とも戦争している日本に、なぜ留学しようと思ったのか。宋氏
は、このように語っている。 
「私たちは日本の統制のもとに生活していたわけですが、そこでの中国の学校のレベル
は低く、日本の学校の方がレベルの高いよい教育を与えていました。それは農科だけでは
なく、あらゆる面でそうでした。ですから、よりより知識を得るためには、日本の学校へ
行く必要がありました。何人もの日本留学経験者に会い、日本の学校のレベルが高いとい
うことも何度も聞いていました。 
私の先輩で、黄村農業学校、中日中学の農科と、私と同じ学校を卒業して日本へいった
人がありました。千葉高等園芸学校の卒業生です。この先輩が私に、日本留学の実状を父
に報告したのです。それで、父も日本留学はよさそうだと思ったようです。 
私が日本へ行くとき、この人は卒業しました。帰国して黄村農業学校に教師として１年
勤めた後、抗日運動の中心地、重慶に行きました。1年の間に国民党と連絡して、どうした
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ら重慶に行けるか準備したのです。いまは台湾にいます。日本から帰った学生は日本の統
制地区から何とか逃れて、抗日運動の中心地である重慶に行きたかったのです。それがご
く一般的な心情でした」（54）。 
1941 年 4 月に杜賡甡が千葉高園に入学しようとした経緯は不明である。しかし、高園留
学から戻った杜が、宋氏の父親に、「日本の学校のレベルは高い」と伝えたことが、宋氏の
日本行きに繋がったと言うのだ。この証言は、交戦国であった日本で学ばざるを得なかっ
た宋氏（そして、杜など同じ境遇の留学生たち）の苦衷や帰国後にどのような「心情」で
日本に対したのか等を窺い知るための貴重な証言である。 
実は、宋氏と同じ 1944 年 4 月に千葉高園に入学した中国留学生は 4 名いて、そのうち 2
名は中退し、2名は修了している。宋氏は中退帰国し、日本の敗戦後、北京大学農学院に入
り直し、同校の助教を務めたのち、北京農業大学教員を歴任したと言う。杜賡甡のその後
については、宋氏の証言および台湾戸定会報告によって、明らかになったが、戦時下の千
葉高園で学んでいたその他の留学生の動向については、現状では不明である。 
 
４、千葉高等園芸学校を卒業した日本人と元留学生 
①千葉高園校卒業生が活動した地域 
 千葉高園校友会が『校友会報』を創刊したのは 1911 年 7月（55）のことである（最初の卒
業生を出したのは、翌 12 年 3 月）。校友会は学校が関わった組織であったが、それとは若
干性質を異にする同窓会組織が後にできる。1916年に「園芸得業士会」としてスタートし、
1922 年に「戸定会」と改称された団体がそれで、以後、今日に至るまで、千葉高園、千葉
大学園芸学部の同窓会として組織力を発揮している。この校友会また戸定会は数年ごとに
同窓名簿を出しており、発行時の会員在住地―各道府県や「台湾」「朝鮮」など―を知るこ
とができる。表 11 は、1917 年版から 1944 年版までの名簿から、「内地」（列島内の各県）
とそれ以外の地域に在住する人数をまとめ、内地在住者数を棒グラフで、その他の地域在
住者を折れ線にして表したものである（なお、1937 年以降、同窓生の現住所について、徴
兵された出征先の中国大陸や東单アジア等の「××部隊内」と示される例が相当数見て取
れる。しかし、この表では、「職業」を持って、各地に中長期的に生活していた人数を把握
することを主眼としたため、軍隊として海外に駐留していた人数は、この数値には入れて
いない）。  
 この表を見ると、内地在住の卒業生は右肩上がりに増加し、朝鮮在住者も、その伸び率
とほぼ軌を一にした弧を描いている。それに対し、台湾は、1937 年の日中戦争開始までは
20 名台前半で安定的に推移していたが、戦争勃発後は大きく人数を増やし、太平洋戦争が
始まる 1941年にピークを迎える。これは、当時、台湾が「单方進出の拠点」とされたこと
に伴う結果であろう。同様に、1941年までは十名強で推移してきた「单洋」在住者が、1944
年は 3倍増の 34名になったことも、「大東亜共栄圏」形成事情を反映しているだろう（56）。 
 一方、「満洲」については、1935年から居住者が増え始め、1940年代は 40名台で推移し 
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表 11 千葉高園卒業者の在住地 
  1917 1918 1929 1931 1933 1935 1937 1938 1939 1940 1941 1944 
内地 172 183 520 599 708 765 835 854 877 890 984 1030 
樺太 0 0 1 4 5 4 4 4 4 3 2 2 
台湾 1 2 22 22 22 24 35 40 48 49 59 52 
朝鮮 10 10 24 27 34 39 45 49 50 49 52 54 
関東州 0 2 4 4 5 2 7 8 5 7 9 5 
満洲 0 1 0 0 0 6 15 20 25 38 41 45 
中華民国 0 1 11 11 11 13 13 17 25 26 33 30 
单洋 3 9 10 11 8 11 12 13 13 12 12 34 
北米 8 12 9 7 6 6 6 6 5 5 6 5 
单米 2 2 3 3 3 3 2 2 2 2 2 2 
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た。中華民国については、1938年までは 10名台だったが、日本による占領地域が増えたた
めか、1940年代には 40名前後に達している。 
ここで、全体の推移概況を改めて示すと、1917 年に 24 名にすぎなかった海外在住者は、
1937年に 139名、そして 1944年には 229名のピークを迎えるのである。 
しかし、1945 年の敗戦は、「外地」在住者を激減させる。1954 年に発行された『戸定会
員名簿』は、「在外」者欄を設けているが、そこには 9名の名前（日本国籍保有者）しか確
認できない（「内地」在住は 2016 名）。一方、「外国籍」欄も設けられており、32 人の元留
学生の名前がそこに見える。戦時下の名簿では「中華民国」「朝鮮」「台湾」などと区分さ
れていた同窓生は、ここで「外国」範疇に一括されたことが分かるのである。 
 
② 「外地」での千葉高園同窓生と元留学生たち 
『戸定会報』第 14号（1934年 9月）所載の「同窓生消息通信」には、2名の元留学生の
状況が報告されている。「鄭達文君 元気にて江蘇省の農試？で御奮闘中です」、「繆紹俊君 
中華民国の御家に帰へられました。帰る時には家業の手伝をするのだと申して居られまし
た。彼地は盆栽物等有望の由です」云々。表２の留学生一覧等で明らかにできた範囲で、
鄭【27】は帰国後、单京市内の園芸場に勤務した後、台湾に渡ったこと、また繆【28】は故
郷（広東省中山市）で「自営」をしていたことが分かっている。この通信には「？」が入
れられるなど、帰国した元留学生の動向を同窓会側が必ずしも把握できていなかった様子
を窺わせる。 
とは言え、1920 年代以降、千葉高園卒業の日本人が多く「外地」での勤務を経験しはじ
めており、そうした中、台湾や朝鮮においても「戸定会」支部が結成されていく。本節で
は、帰国後の留学生と現地に赴いた日本人ＯＢたちの関係を見ていきたい。 
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 戸定会台湾支部が発足したのは、1920年 4月であった。台北市内に 8名が集い、「パパア
（パパイア）囓り、豚汁に舌鼓を打ち、夜を徹して会談し、且つ松戸を偲」んだという。
1922 年 11 月には、支会「会報」も発行された（57）。1925 年 12 月現在の「台湾戸定会会員
名簿」には、19 名の日本人ＯＢの名前が連ねられており、その職業欄から台湾総督府高等
農林学校教授を筆頭に、総督府関連学校の教員、農業関係技手、専売局職員などに、卒業
生が就いていたことが分かる（58）。台湾神宮造営と周辺の造園を一手に担当した日本人も
千葉高園のＯＢであったという（59）。 
前掲した表 11によれば、台湾在住の日本人卒業生は、1918年段階で 2名しか居なかった
のに対し、1929 年には 22 名にまで増えており、1920 年代に「台湾支部」が活況を呈して
いったことは間違いないようである。しかしながら、台湾出身学生第一号は、1934年入学、
37 年卒業の林元朗【29】を待たねばならなかった。林の卒業後の動静については、「戸定会
報」などから、多尐窺うことができるが、戸定会台湾支会に積極的に関わったか否かは、
不明である（なお、戦後の 1975年に至ると、台湾の元留学生たちの動静を知らせる通信が
戸定会報に載せられていたことは既述した通りである）。 
朝鮮支部についてはどうか。『戸定会報』第 16 号（1936 年 6 月）の「支部報告」には、
25 道府県（北海道、福島、茨城、栃木、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨、長野、岐阜、
石川、京都、奈良、大阪、岡山、香川、徳島、愛媛、高知、福岡、長崎、大分、鹿児島、
沖縄）の支部のほか、「朝鮮支部」と「台湾支部」が掲載されている。朝鮮支部については、
支部長が「京城府朝鮮殖産銀行気付 某氏（実名記載があるが、ここでは匿名とする）」と
されており、この時に存在していたことは明確であるが、創設年次ははっきりしない。 
『戸定会報』第 18号（1937年）所収の「朝鮮支部便り」には、同窓生の近況報告（職業
ほか）が掲載されている。「大正４年（1915）に朝鮮に参りまして、二十余年となりました
が、其間随分変遷がありまして、一時は内地へ帰らるる同窓諸兄が多くなって」きたが、
最近は「四十余名と云ふ多数になって、各方面に健闘を続けられて居りまして、誠に心強
く感ずる」との文章などであるが、それらから、日中戦争前後に、多くが朝鮮総督府官吏・
技術者（とりわけ農事試験場関連）、また農業学校教員などに就いていたことが分かる（60）。
朝鮮神宮造営事務所と朝鮮総督官邸園芸を兼務監督していた日本人も千葉高園の卒業生で
あった（台湾神宮建設にも別のＯＢが関わっていたことは先に触れた）。このように、第 18
号には、「四十余名」とされる朝鮮在住者のうち 17名の近況が載せられている。 
ところで、この 1937年には、朝鮮出身のＯＢ11名も既に帰国していたと思われる（前掲、
表２）が、紹介されていたのは金貞植（1928 年度卒）【16】の動向―「君は京元線月五里に
於て、苹果（リンゴ）園を買受け熱心なる合理的の栽培により、逐年好成績を挙げて居ら
れます」だけであった（61）。『戸定会報』全体を通じてみれば、「会員動静」欄から、朝鮮
出身者何名かの名前も「仕事が××に替った」という情報として看取できるのだが（それ
によって、一覧表の「職業」歴が作成できたのだが）、ここでの掲載は一人だけであった。 
１章で、全国７つの旧制官立高等農業学校と千葉高園の卒業後の職業を比較し、一般に
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高等農林の卒業生は官公吏に就く者が多かったのに対し、千葉高園は比較的に低く（ＯＢ
中の 24.1％）、逆に学校教員になる比率が高かった（34.4％）ことを紹介した。他校との比
較は措くとして、朝鮮・台湾において、千葉高園出身日本人は総督府官吏や農業学校教員
に多く就いていた。しかし、朝鮮出身者においては、教員になった人こそ 29％とまずまず
高かったが、官吏になった者は 12％に留まっていた（分母が小さいものの、台湾において
は官吏 27％、教員 18％）。さらに言えば、戦前戦時下の中国で大学教員になったＯＢが２
名いたのに対し、日本統治下の朝鮮、台湾においてＯＢがそうした職に就くことはなかっ
た。解放後の韓国で、金周鍵【18】が春川農科大学（現 江原大学校）教授に、一方、戦後
の台湾で、大陸出身の杜賡甡【36】が台湾大学教授に就く事例が出ていることに照らすと、
千葉高等園芸学校で同じ高等教育を受けながら、こうした格差が生じたのは、やはり植民
地政策が影を落としているように思われる。戦前期戸定会の台湾支部・朝鮮支部について
も、それぞれの出身者がどの程度加入し、積極的に活動していたのかは不明だが、やはり
温度差は存在していたのではないだろうか。 
「満洲」については、1940 年前後に 40 名程度のＯＢが居住していたことを先に見たが、
「満洲支部」が結成されたかは不明である。しかし、『校友会会報』等には、「満洲」関連
の記事が確実に増えていく。たとえば、第 22号（1933年 12月）は、「満洲産業建設学徒研
究団視察記」と題する特集を組み、「満洲風景」写真４枚に続き、「満洲旅行記（前半チチ
ハルまで）」、「斉斉哈爾より帰国まで」、「单満に於ける農業及園芸」、「北満に於ける農業に
就いて」の文を４名が分担執筆している。日中全面戦争勃発下で出された第 26号（1938年
1 月）では、巻頭に松五謙吉校長が「非常時と国民精神の緊張」という時局論を述べ、本論
には「満洲拓殖勤労奉仕学徒実習団に参加して」が寄稿されている。さらに、1941 年 3 月
発刊の雑誌には、６名が「満洲勤労作業奉仕団参加記」を寄せている（62）。  
1932年の「満洲国建国」以来、千葉高園を含む官立高等農業系諸学校の卒業生も、「満洲」
における農地開拓あるいは移民という国策に従わざるを得なかったことが、こうした雑誌
記事からも窺えるのである（63）。 
中国留学生たちが交戦国・日本に留学するに際し、複雑な思いを抱いていたことについ
ては、３章で若干紹介した。ここで再度、東京高等農林学校の元留学生（別人物）の証言
を引用しておこう。戦時下の東京農林では、正課の「軍事教練」に「留学生は参加しなく
てよい」とされていた（希望があれば、参加もできた）。これについて、「私は中国人留学
生として参加すべきでないと考えました。軍事教練では、ときどき中国の都市を仮想の攻
撃目標としていたのですから、それは私にはどうしても受け入れられないことだったので
す」と回顧している。しかし、一方で、彼は「「満洲」や台湾、朝鮮からの学生は参加しな
ければならなかったかもしれません。日本との関係が私達とは違いましたから、彼らと私
たちとは立場が違いました」（64）とも語っている。 
千葉高園でも軍事教練は行われていたが、中国、台湾、朝鮮学生への対処がどのように
されていたのかについては、不明である。しかし、いずれにしても、交戦国あるいは宗主
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国としての日本で学んだ留学生たちの戦時下あるいは日本敗戦後の思いはきわめて重く複
雑であったことは疑い得ない。本稿の基本史料として活用した同窓会名簿において、戦前
戦中期の留学生たちが、同時代の名簿において、さらにはとりわけ戦後期の名簿において、
名前は挙げられながらも、連絡が取れないためか、現住所等が空白になっている人が尐な
くなかったことからも、その心境を推し量れるように思えるのである。 
 
おわりに 
 『戸定会会報（園芸学部創立 100周年記念特集号）』（2009年 3月）の中に、「戸定会中国
单京支部名誉支部長（单京農業大学園芸学部元学部長）」李式軍氏が「懐かしい松戸留学時
代」という文を寄せている。李氏は、1982 年から 2 年間園芸学部で学んだが、「（当時は）
日中両国の友好交流がスタートした時で（略―私は）園芸学部で最初の中国人留学生とな
りました。（略）今でも日本留学を大きな財産と感じています。先進の知識を習得しただけ
でなく、日本文化や世界への理解を深めることができました」云々（65）と書く。さらに、
李氏の後輩留学生も、「園芸学部で学んだ日本の先進的理論と実際は、わが国の農業・園芸
の今日の発展に大きく貢献しています」との祝辞を寄せている（66）。このように国交回復
後において、中国留学生はふたたび日本に留学し、学んだ知識を母国に活かし、その後も
相互交流を継続していることが分かる。2010年 11月現在のデータでは、千葉大学園芸学部・
園芸学研究科に在籍している学生は 128名（全学では 1112名：ともに中国以外の学生も含
む）にも上っている。その意味では、『園芸学部 100 周年記念誌』に掲載された「国際交流
―これまでとこれから」の「これから」については着実に発展していると言える（67）。 
 その謂いに従えば、本稿は、「これまで」のうち、あまり言及されてこなかった千葉高等
園芸学校時代（戦前・戦中期）の 45名の外国人学生（中国・台湾・朝鮮）について、まと
めてきた形になる。そして、彼らの卒業論文テーマなど学園生活の一部や卒業帰国後の活
動と評価など、その特色や傾向を示してきた。しかし、日中戦争（「抗日戦争」勝利）や植
民地支配と解放、中国の内戦などの歴史が、戦前戦中期の元留学生たちの動静把握を困難
にしたことは否定できず（68）、『園芸学部七十年史』や『100 周年記念誌』での变述がほと
んどされなかったのは、そうした事情にも関わるであろう。本稿の变述も不十分な面が多
いが、そうした歴史の「空白」を多尐でも埋めることができたならば、幸いである。 
今後も、継続的に千葉高園関連史料の蒐集に努め、史実をより明確にしていくとともに、
留学生を媒介にした諸文化交流の歴史的意味を考えていくこと、さらには、この千葉高園
の事例を、全国農林系学校の留学生受入れと比較するとともに、近代日本の留学生受入れ
全体の中で意味づけをしていくことなどを課題にしていきたい。 
 
《付記》 
 本稿作成にあたり、園芸学部戸定会事務局・佐藤和美さんに大変お世話になりました。
また関連史料をご教示貸与くださった日本大学・小島淑男先生にも感謝を申し上げます。 
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19 千葉大学園芸学部戸定会事務局によれば、両雑誌の発行状況は以下である。まず、『校友会報』第１号は
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行され、以後、今日まで継続的に出されている。 
20 日華学会は、1918年に財界人たちによって設立され、来日した中華民国留学生のための大学選択や宿舎
提供など、様々な便宜を図ることなどを目的とした団体である。1921年には財団法人になり、さらにの
ち、外務省文化事業部から国庫補助も受けるようになった。機関誌に『日華学報』がある。中国留学生の
名簿については、1927年の第 1版から 1944年の第 18版まで、毎年発刊された。なお、名称は『留日中
華学生名簿』（1～6版）、『留日学生名簿』（7～10版）、『中華民国満洲国留日学生名簿』（11～13版）、『中
華民国留日学生名簿』（14～18版）と４回にわたり、変更されている。（大里浩秋「『日華学報』目次」『人
文学研究所報（神奈川大学）』38号、2005年。日華学会編『日華学会二十年史』1939年）。 
21 外交文書中に、千葉高等園芸学校長・松五謙吉による「本邦留学生満洲国及中華民国学生ノ帰国後ニ於
ケル状況調査ニ関スル件回答」昭和９年（1934）11月 1日付があり、そこには本稿で一覧表として掲げ
た繆嘉祥から顧篤煌までのうち、14名の中国籍学生が載せられている。外務省外交史料館所蔵「在本邦
留学生調査関係雑件 第亓巻」（レファランスコード B05016133000） アジア歴史資料センターウェブ
サイト H-888, 0034～0035。 
22 『七十年史』、p183～184。 
23 『七十年史』、p93～94。  
24 『七十年史』、p235。 
25 前掲『千葉農業専門学校沿革史』。 
26 前掲、見城「戦前期 留日医薬学生の帰国後の活動と現代中国における評価」、p107。 
27 前掲、見城「明治～昭和期の千葉医学専門学校・千葉医科大学における留学生の動向」、p27。 
28 同上、p28。 
29 三好章「維新政府と汪兆銘政権の留学生政策」（大里浩秋・孫安石編『留学生派遣から見た近代日中関係
史』御茶の水書房、2009 年、などを参照。 
30川島真「過去の浄化と将来の選択―中国人・台湾人留学生」（劉傑・川島編『1945年の歴史認識』東京大
学出版会、2009年、所収）などを参照。 
31 『七十年史』、p220。 
32『七十年史』は 1935年時の史料に拠っているため、1932年成立とされる「満洲国」の学生として、奉天
省出身で 1922～1924年度に在籍した梁璽達【11】を「満洲国」学生としてカウントしている。しかし、
本稿では、梁が留学していた時期は「満洲国」は存在していなかったため、51ページの表３のように「満
洲国」出身者をゼロと見なす処理をしている。 
33 財団法人日華学会学報部編『第 11版 中華民国満洲国 留日学生名簿』（昭和 12年 6月現在）。東京大
学附属図書館所蔵。なお同書は、三康図書館（東京都港区）にも多く所蔵されている。 
34 河路由佳「戦時体制下の東京高等農林学校の留学生」（前掲、河路ほか『戦時体制下の農業教育と中国人
留学生』ｐ93～95。  
35 『校友会会報』第 17号（1929 年 2月）、第 18号（1930年 6月）、第 20号（1931年 7月）、第 21号（1932
年 8月）、第 22号（1932年 12月）、第 23号（1935年 3月）、第 26号（1938年 1月）、『戸定会報』第 23
号（1940年 7月）。 
36 『校友会会報』第 23号（1935年 3月）など毎号の彙報欄に、それぞれの活動が詳しく掲載されている。 
37 『校友会会報』第 21号（1932年 8月）。 
38 『校友会会報』第 22号（1932年 12月）。 
39 戦時体制下の東京高等農林学校に留学していた中国人、また同時代に交友していた日本人に対する聞き
取り調査（2000年）によれば、留学生が旧制高校的な気質の寮生活に戸惑いながらも楽しんでいたこと、
授業で助け合ったこと、蒋介石評価をめぐり激論が闘わされたこと等々が語られている（前掲、河路ほか
『戦時体制下の農業教育と中国人留学生』）。 
40 注 13に同じ。円グラフで「13％」を占める「その他」の内訳は、以下である。「上級学校進学・兵役 2.3％」、
「未就職者 1.5％」、「海外渡航 2.6％」、「死亡 6.2％」、「その他（不明含む） 0.1％」。 
41 http://baike.baidu.com/view/483449.htm。http://baike.baidu.com/view/2038975.htm。[2011年 3月
5日閲覧]。 
42 http://www.hudong.com/wiki/%E7%AB%A0%E5%AE%88%E7%8E%89。 
http://www.hudong.com/wiki/%E8%92%8B%E8%8A%B8%E7%94%9F。[2011年 3月 5日閲覧]。 
43 鄧継光執筆、中国科学技術協会編『中国科学技術専家伝略（農学編 園芸巻１）』中国科学技術出版社、
1995年、p37～46。 
44 鄧継光「著名園芸学家 章守玉教授研究」『瀋陽農業大学学報（社会科学版）』2010-09、p515。 
45 「中華民国政府陵園管理委員技師章守玉外四名ノ新宿御苑拝観ノ件」外務省外交史料館所蔵「在本邦留
学生本邦見学旅行関係雑件／便宜供与関係／通関、拝観、観覧関係」（レファランスコード B05015845100） 
アジア歴史資料センターウェブサイト H-637, 348～355。 
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46 蘇州農業職業技術学院は、そのサイト（http://www.szai.com/index.asp）によれば、「省政府の認可を
経、教育部が認可した公の全日制普通大学である。13の教育部局からなり、在校生は 6300 名の学校で
ある」とされている。しかし、3年制なので、日本の学制で言うと、短期大学に近い学校である。 
47 「蘇農百年校慶 何剛徳、王舜成、章守玉銅像掲幕」2007 年 11月 12日 中新蘇州網（中国校慶網 HP
より）http://www.chinaxq.com/html/2007-11/12/content_38818.shtml[2011年 3月 25日閲覧] 
48 「園芸与園林系挙行“学章守玉精神 共緬先輩徳馨”紀念活動」2009年 11月 27日（蘇州農業職業技術
学院 新聞広告 http://www.szai.com/news.asp?id=2762 ）[2011年 3月 25日閲覧] 
49 胡建程執筆、中国科学技術協会編『中国科学技術専家伝略（農学編 園芸巻３）』中国科学技術出版社、
2003年、p15～23。  
50 「千葉県立高等園芸学校大正 13年度学費補給支那留学生」外務省外交史料館所蔵「在本邦一般留学生補
給実施関係雑件／諸学校関係」（レファランスコード B05015461000） アジア歴史資料センターウェブ
サイト H-363, 241～250。千葉高園関連の「個人調書」はもう一名分について確認できているが、他の留
学生の分については残存していない可能性が高い。 
51 蒋が入学した 1922年の科目名に「茶葉」関連は見当たらない（あえて言えば「普通及特用作物栽培論」
が関係するか）。また蒋はのちに「植物生理学」という教科書を出版している。1911年の千葉高園講義科
目中に、その科目は存在したが、蒋が在籍した 1922年に「植物病理学」はあったものの「植物生理学」
はなかった。（『七十年史』、p61,117。） 
52 「国立台湾大学校史館ＨＰ」http://www.lib.ntu.edu.tw/gallery/_new-test/04_02-05-05-flower.html。
また「国立台湾大学杜鵑花節」『維基百科（ウィキペディア）』
http://zh.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%8B%E7%AB%8B%E8%87%BA%E7%81%A3%E5%A4%A7%E5%AD%B8%E6%9D%9C%
E9%B5%91%E8%8A%B1%E7%AF%80 [2011年 3月 20日閲覧]。 
53 日本敗戦後の中国の政治動向は、留日学生にも難しい選択を迫ることになる。近年、これらの事象につ
いての研究が進みつつある。たとえば、川島真「過去の浄化と将来の選択―中国人・台湾人留学生」、王
雪萍「留日学生の選択―〈愛国〉と〈歴史〉」（ともに、劉傑・川島編『1945年の歴史認識』東京大学出
版会、2009年、所収）などがある。 
54 本文に引用した箇所以外にも、宋氏が、抗戦国であった日本に留学する際の複雑な思いについて語る部
分は多い。「留学を志した当時の私は抗日思想に燃え、それが目的で日本に留学したと言えます。（略―そ
れは）日本で抗日運動を進めるという意味ではありません。自分の学力を強くするためです。自分の能力
を高めて、抗日に尽くそうという意味です。日本国内事情を調べて抗日に役立てようという意味ももちろ
んありました。（略―日本に実際に留学すると）中国で理解されていた日本人の姿と、日本国内の一般の
日本人とは全く違いました。（略）日本に行く前には、抗日の気持ちがとても強かったし、行ってからも
基本的にその気持ちは持ち続けましたが、日本で私が出会った一般の日本人や学生や先生たちはとても親
切でした」。（前掲、河路他『戦時体制下の農業教育と中国人留学生』、p189～190）。宋氏は「中華民国」
留学生であったわけだが、一方、「満洲国」留学生であった譚貴忠氏（1937年入学、39年帰国）は、日本
人は「「満洲人」と聞くと、とても親しくしてくれました。それに対して、中華民国の学生は日本人に敵
視されることがありました。日本人ははっきりと区別をしました」（同書、ｐ153）との証言をしている。 
55 『七十年史』、p67。 
56 千葉高園は「单洋」で事業展開するＯＢも輩出している。たとえば、第一回卒業生（1912年）の岩田善
雄は、「スマトラ興業株式会社」常務取締役につき、1931年には、ジャワ人 1300名、中国人 600名、マ
レー人等 200名を雇用し、カカオ豆生産などを行っていたという（ＡＭ生「岩田氏からの通信」『戸定会
報』第 12号、1931年 4月、ｐ102）。 
57 「台湾支会通信」『会報』第 8号、高等園芸学校戸定会、1924年 5月、ｐ44。台湾支会会報の現物は確
認できていない。 
58 『会報』第 9号、高等園芸学校戸定会、1925年 12月、ｐ121。 
59 岩田喜雄「台湾旅行記」『戸定会報』第 18号、1937年 6月、ｐ13。 
60 以上は、「朝鮮支部便り」『戸定会報』第 18号、1937年 6月、ｐ57～59。 
61 前掲、「朝鮮支部便り」『戸定会報』第 18号。 
62 『報国団報』第１号、1941 年。戦局の進展にともない、1941 年、「千葉高等園芸学校報国団」が結成さ
れた。それにともない、同窓会報である『戸定会報』は、『報国団報』に改名されている。 
63 『七十年史』には、1939 年から 1942年まで、「興亜青年勤労報国隊学生隊」として、在校生が「満洲」
および「北支蒙疆」などに一ヶ月程度派遣された記述がある（p255～256）。東京高等農林学校の状況につ
いては、前掲『戦時体制下の農業教育と中国人留学生』に記されている。 
64 陳一民氏（1943入学、1945 年帰国）の証言（前掲『戦時体制下の農業教育と中国人留学生』p176）。 
65 李式軍「懐かしい松戸留学時代」『戸定会会報』2009年 3月、p17。 
66 朱月林「戸定会中国单京支部の創立と活動」『同上』p14。李氏以来、单京農業大学から園芸学部への留
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学者は 30名以上、短期訪問者を併せると 50名近くになるという。 
67 留学生数は、千葉大学ＨＰ「国際交流・留学情報」の「外国人学生数」より、引用した。
（http://www.chiba-u.ac.jp/international/sai/documents/number_20101101.pdf）。また、2011年 3
月現在、園芸学部・園芸学研究科は、部局間協定を世界の 29校（うち中国 8校、韓国 2校）と締結
（http://www.chiba-u.ac.jp/international/affiliate/department.html）しており、全学の中でも最
も国際交流を活発にしている部局の一つになっている。 
  また戸定会の海外支部も、2009年 1月現在、中国・北京、中国・单京、台湾、韓国において結成され
ている（『戸定会会報（園芸学部創立 100周年記念特集号）』2009年 3月）。 
68 1956年 3月発行『戸定会名簿』中の「在学生 園芸学科 4年生」欄に「中国復旦大学出身、福建省福
州市出身」で、中国名をもった人物の名前が見える（2007 年版の『戸定会名簿』には、この人物につい
て、「1956年 3月卒業、香港在住」とされている）。つまり、この人物は 1952年 4月に学部 1年に入っ
たと思われ、ＯＢの章守玉が 1949年から 52年まで復旦大学園芸系教授を務めていたことから、その教
え子だった可能性も推測される。1949年の「中華人民共和国」誕生以降、大陸と日本との正式国交はな
くなったはずだが、香港経由？等で、留学を果たしたようである。もし、そうであるならば、「園芸学部
に入学した最初の中国留学生」はこの人物で、李式軍氏は「日中国交回復後の最初の中国留学生」であ
ったとする方が妥当なのかもしれない。 
 
 
 
【旧稿における誤植のお詫びと訂正】 
 
『国際教育』第２号（2009 年 3 月）掲載の拙稿「明治～昭和初期の千葉医学専門学校・
千葉医科大学における留学生の動向」（p61）において、医学部キャンパスに残っている「辛
亥革命紅十字隊支援感謝の碑」の全文を紹介したが、その中に誤記が含まれていることが
分かった。 
それは、鈴木昭治郎氏（千葉医大附属薬学専門部 1950 年 3 月卒業。「辛亥革命に馳せつ
けた中国留学生紅十字隊」というご論考（『朊友們』建国大学七期生会誌 第 10号、p19～
23、2002年 6月）を持つ）から、「私が碑を見分し写し取った文と見城が紹介した文は、異
なる箇所がある」とのご指摘をいただいたためである。見城は、『千葉大学医学部百周年記
念誌』（1978 年）の口絵写真に挙げられている碑文が「現物の写し」（拓本の類）であると
早計し、それを引用したのだが、改めて医学部に立つ碑の文面を実地に確認したところ、
鈴木氏の読み取りがすべて正しく、『記念誌』の翻刻文章中に誤りが含まれていることが分
かった。基礎的な手順を踏まえなかった過ちで、恥ずかしい限りである。 
見城による別著『近代の千葉と中国留学生たち』p34～36（千葉日報社、2009 年）におい
ても、同様に誤った碑文紹介をしてしまっている。そちらも併せ、ここに訂正を果たした
い（なお、その旧稿には碑文の現代語意訳も掲げているが、そちらにはおおむね齟齬はな
いと考えている）。 
次ページに正誤を掲げるが、きわめて重要なご指摘をくださった鈴木氏に改めて感謝を
申し上げたい。 
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【訂正前 ： 『国際教育』第 2号掲載分・・・太字・下線部が誤字】 
 
辛亥秋中華民国革命事起武漢单北軍戦争甚烈同学恐戦禍蔓延而傷亡之数多也乃集同志起紅
十字隊連合留日医薬学生全体返国以図極救時本校校長及列先生深韙斯議凡関於救傷看護法
悉心指導各学友復醵貲購薬為贈臨岐毀毀益資策励同人返国分駐於湘漢江准間傷兵頗利頼之
六関月戦局告終蔵事返校雖無善可紀而列先生及諸学友盛意弗可泯也爰種樹之碑以為記念其
辞曰 
王網解紐 共和初建 国歩艱難 兵戒数見 伏屍塞川 碧血青野 哀此生民 誰大護者 
壮三軍気 紅十字旗  
生死肉骨 極難扶危 維列先生 亦越諸友 作則大同 済世仁寿 人道張皇 徳意滂沛 
木石萬年 永垂勿替 
 
【訂正後・・・太字部が正字】 
 
辛亥秋中華民国革命事起武漢单北軍戦争甚烈同学恐戦禍蔓延而傷亡之数多也乃集同志起紅
十字隊連合留日医薬学生全体返国以図拯救時本校校長及列先生深韙斯議凡関於救傷看護法
悉心指導各学友復醵貲購薬為贈臨岐殷殷益資策励同人返国分駐於湘漢江淮間傷兵頗利頼之
六閲月戦局告終蕆事返校雖無善可紀而列先生及諸学友盛意弗可泯也爰種樹立碑以為記念其
辞曰 
王網解紐 共和初建 国歩艱難 兵戎数見 伏屍塞川 碧血膏野 哀此生民 誰大護者 
壮三軍気 紅十字旗  
生死肉骨 拯難扶危 維列先生 亦越諸友 作則大同 躋世仁寿 人道張皇 徳意滂沛 
木石萬年 永垂勿替 
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